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　菌類は、きのこやカビ、酵母としてなじみ深い生物です。これまで約10万種が記載され

ていますが、地球上には150万もの種が存在すると推定されており、まだまだナゾの多い生

物群です。菌類はその多くが微小な「菌糸」として生活しているので、普段ほとんど目につ

かない上に、形態的な特徴に乏しくて見分けにくいため、多様性に関する研究は遅れていま

した。しかし近年の「DNA解析技術の進展」と、「データベースの構築」により、菌類の多

様性をDNA情報に基づいて、より迅速に、より効率的に調べることが可能になってきてい

ます。講演では、「DNAバーコーディング」とよばれるこの最新の研究手法を紹介するとと

もに、その菌類への応用可能性と課題について、皆さんと一緒に考えていきたいと思います。


